
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月２４日 

学校名  福井市棗小中学校   

校長氏名  坂田 浩一    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 児童会・生徒会を中心に、ごみの分別運動を行います。 

② 校内の節電・節水に努めます。 

③ 地域や家庭と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 児童会・生徒会での取組 

・美化委員会でごみの分別運動を徹底し、各教室にリサイクルＢＯＸ（古紙入れ）を設置し

ます。 

② 節電・節水の取組 

・各学級の日直を中心に、こまめな消灯・下校時に教室内のコンセントのプラグを抜くこと

を徹底します。 

・委員会活動の中で、手洗い時や清掃時に使う水の節水を呼びかけるポスターを設置します。 

③ 地域と連携して分別回収 

・４月に廃品回収、夏休みに廃品回収と清掃活動・草むしりを地域や家庭と連携して実施し

ます。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③の廃品回収は、学校での活動班と各地域での活動班に分かれ、様々な年齢層の人々とコミ

ュニケーションをとりながら活動することや、仲間同士協力しながら責任をもって仕事を遂行

する力を身につけます。また、リサイクル活動を通して、環境・資源の有限性について学びま

す。（有限性・連携性・責任性の理解、コミュニケーション・協力・主体的態度） 



様式第２号                                                （提出日）令和２年 １月 ３１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市棗小中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① ごみの分別運動を行います。 

② 校内の節電・節水に努めます。 

③ 地域や家庭と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①生徒会活動 

 ・美化委員会で、生徒の美化意識を高めるために、生徒は廊下に落ちているごみを拾うの

か実験し、学校祭で発表した。 

 ・美化委員会で、生徒の清掃意識を高めるために、学校の汚れている箇所を生徒全員で探

して写真に撮り、2ヶ月後に同じ箇所を再び写真に撮り、比較した結果を生徒集会で発

表した。 

 ・各教室に「雑紙の回収」コーナーを設置した。 

 

 

 

 

 

 

②節電の取組 

・各学級で、こまめな消灯・下校時に教室内のコンセントのプラグを抜くことを徹底し

た。 

・年間を通して、体育館で使用する電灯を半分のみとした。 

     

    

         

 

 

 

 

③地域と連携して分別回収、清掃活動 

 ・４月と８月に資源回収と清掃活動・草むしりを地域や家庭と連携して実施した。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ①の美化委員会の活動では、生徒の美化・清掃意識が低いという課題を生徒自らの問題と

して捉え、その解決に向けて生徒が主体となって取り組んだ。そこでは、課題の解決に向か

う態度や、責任感、適切な判断力などの人間性を育んだ。 

 
 



 

３ 見直し 

【具体的効果】 

①美化委員会の活動により、生徒の美化・清掃意識が高まった。 

②節電については呼びかけの掲示を行い、無駄な電気を減らすことができた。 

③資源回収や清掃活動では、地域の方々から多くの協力を得ることができ、児童・生

徒の資源を大切にする態度を育むことができた。 

【改善点】 

・水道の使用量が例年よりも多く、節水をより呼びかけていく必要がある。 

・各教科や総合的な学習の時間を活用して自然とふれあう機会を増やし、環境への

配慮を意識できるような活動を取り入れていく必要がある。 

・これまで以上に保護者や地域の方々と連携し、共に環境学習に取り組むことで、

地域全体の環境に対する意識を高めていく必要がある。 


